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アジア太平洋地域会長主題........... 「Beyond self and be the change」 
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茨城クラブ会長主題 ....................... 「なかま・つながる・みどりの」 
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THE Y’S MEN’S CLUB OF 
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CHARTERED 2006 

☆今月の聖句☆ 

行って、あなたも同じようにしな

さい。 
ルカによる福音書 10 章 37 節 

評価 

強調月間テーマ 

「憧れ」 

茨城 YMCA 菅井直 

2022 年 4 月より茨城 YMCA に入職しました。菅井

直（ひよこ）です。東新井センターの児童クラブで働

いています。 

私は小学生のとき、茨城 YMCA のキャンプに参加し

ていました。その時に感じたキャンプの楽しさや、身

体を動かすことの楽しさ、スタッフとの関わりが忘れ

らず、当時のスタッフたちのように私もなりたいと強

く思うようになりました。 

高校卒業後、東京 YMCA 社会体育・保育専門学校に

進学しました。その中でもキャンプに何度か行き、改

めてキャンプの素晴らしさに気づくことができまし

た。また、1 年生の通年実習で幼児と小学生のプール

指導に、2 年生では茨城 YMCA での体操指導に関わら

せていただきました。 

そして卒業後、憧れで 

あった YMCA スタッフ 

に、この茨城 YMCA で 

なることができました。 

現在、私はデイキャン 

プのつくわい担当、体操 

指導を行っています。私 

が幼い頃に憧れた YMCA 

スタッフになれるよう、 

これからも一所懸命頑張 

ります。 

＜7月例会プログラム＞ 
と き：2022 年 7 月 8 日(金)  

19:00～21:00(予定)  

と こ ろ：筑波学園教会教育会館 1F 

zoom によるオンライン開催 

司 会：熊谷 光彦 

開会挨拶と点鐘：熊谷 光彦 

ワイズソング：（オンライン時はスキップ） 

「いざ立て心熱くし」 

ワイズ信条：（オンライン時はスキップ） 

１、自分を愛するように 

隣人（りんじん）を愛そう 

１、青少年のために YMCAに尽くそう 

１、世界的視野をもって 

国際親善をはかろう 

１、義務を果たしてこそ 

権利が生ずることをさとろう 

１、会合には出席第一 

社会には奉仕第一を旨としよう 

今月の聖句・祈祷：熊谷 光彦 

協議：リアル例会計画(3)、その他 

ハッピーバースデイ＆ 

おめでとう結婚記念日： 

スマイル： 

茨城ＹＭＣＡ報告：和田 賢一 

閉会挨拶と点鐘：熊谷 光彦 
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【6月例会報告】 

6 月例会は、10 日(金)に zoom を用いたオン

ラインにて開催いたしました。今回は、8 月に
予定しているリアル例会の準備の詳細や、まつ
りつくばでの出店計画について打合せをいた
しました。 

■8 月リアル例会について: 
・みどりの本館にて 8/11(木:山の日)17 時開催 
・BBQ 実施にあたり買い出しのロジを調整、
お好み焼きも作る予定？ 

・本館の整備のお手伝いとして草取り、そのあ
とに「お疲れ様BBQ」として実施してはどう？ 

・チャリティオークションもできればやりたい。 
・近隣教会の方々も誘い合わせ、久しぶりに新
規会員勧誘の場としたい。 

・7/30(土)に現地でリハーサル BBQ を行って

みる。 
■まつりつくばについて（熊谷会長より案内） 
・2019 年以来 3 年ぶりに会場変更して開催。 
・出店について、アウトレット販売、かき氷等
の企画や衛生対策の準備について確認。 

■ウクライナ支援チャリティコンサート（稲本
ワイズより案内） 

・土浦ユネスコ協会主催。 
・土浦市民会館にて 8/28(日)17:00 開催。 
・一般￥3,000、学生￥1,000（前売りのみ）。 
 

（書記 村田） 
 

【事務報告】 
 
会計報告（6月 3日～7月 7日） 

前月繰越金 ·········································· ￥25,815- 

まつりつくば参加費 ···························· ￥2,000- 

次月へ繰越 ·········································· ￥23,815- 

ワイズメンのみなさまにおかれましては引き

続き会費の前納に、ご協力を賜りたく願います。 

（会計 柳瀬）  

 

【茨城 YMCA報告】 
 
6 月の報告 
1 日 学童支援員研修「安全」 

2 日 二葉こども園プール指導 

3 日 主任会 

4 日 幼保園デイキャンプ 

6 日 早天祈祷会 

6 日 ディキャンプクラブ担当者会 

7 日 二葉こども園プール指導 

8 日 学童支援員２年未満研修 

8 日 取手幼稚園課外クラス体験会 

9 日 二葉こども園プール指導 

10 日 二葉こども園親子体操指導 

11 日 Amazon プログラミング体験会 

13 日 夏キャンプ先行申込開始 

維持会員 

14 日 夏キャンプ申込開始 

プログラム会員・一般 

14 日 二葉こども園プール指導 

15 日 職員礼拝・職員会 

15 日 取手幼稚園課外クラス体験会 

17 日-19 日 

総主事会議 

18 日-19 日 

日本 YMCA 同盟協議会 

18 日 音楽祭＠市民ホールくきざき 

22 日 学童支援員２年未満研修 

21 日 二葉こども園プール指導 

25 日 障がい児者自立支援「たんぽぽクラブ」 

25 日 中高生ディキャンプクラブ「ユースクラ

ブ」 

26 日 アドベンチャーキャンプ下見＆トレーニ

ング 

28 日 二葉こども園プール指導 

29 日 学童支援員研修「遊び」 

 

7 月の予定 
1 日 幼保園保育参観日 

2 日 高学年ディキャンプクラブ「トムソー

ヤ」 

3 日 チャレンジキッズキャンプ下見＆トレー

ニング 

3 日-9 日 

第 20 回世界 YMCA 大会（デンマーク 

オーフスにて） 

6 月例会（リモート開催）出席状況 
会員：4 名（稲本、熊谷、村田、柳瀬、和田）、

スタッフ：0 名、リーダー：0 名、ゲスト：0 名、

出席総数：5 名、在籍者会員数：8 名、会員出

席率：63％ 
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4 日 早天祈祷会 

5 日 二葉こども園プール指導 

6 日 学童支援員２年未満研修 

6 日 「まつりつくば 2022」出店団体説明会 

9 日 熱中症対策講座研修 

11 日 主任会 

12 日 職員礼拝・職員会 

12 日 二葉こども園プール指導 

15 日 職員礼拝・職員会 

16 日 小学生ディキャンプクラブ「つくわい」 

21 日 サマースクール開始 

22 日 二葉こども園白組キャンプ指導者派遣 

23 日-24 日 

夏のオーバーナイトキャンプ 

23 日 障がい児者自立支援「たんぽぽクラブ」 

30 日 ぶどうの木フライングディスク体験会 

 

（連絡主事 和田） 
 

 

【編集後記】 

6 月は本当に多忙で、ついぞ月初の 7 月ブリテ

ンの発行を断念してしまいました。 

そうこうしているうちに、日本では痛ましい事

件が起きてしまいました。社会の分断がますます

深まってしまうことにならないかと危惧してい

ます。安全、安心な社会、というこの国の取り柄

のひとつがもぎとられたような気分です。このよ

うな時代にこそ、つながりはますます大切なもの

になってくるのだと強く思います。余裕をなくし

てしまいそうな世の中、時勢ですが、余裕がなけ

れば次への活力は生まれません。 

Covid の第 7 波の兆し見えています。警戒はし

つつも、つながることを諦めず、今期も少しずつ

前進していきたいと思います。 

茨城クラブのつながりはこの 2年でもますます

深くなったものと信じています。 

（書記 村田） 
 
6 月の最後の日曜日、所属教会の新任の牧師が、

夕礼拝の最後に急に意識を失って倒れました。礼

拝出席者が救急車を呼び、牧師先生は救急車到着

までには意識を取り戻しましたが、救急病院に搬

送され、そしてそのまま入院となりました。私は

夜遅くまで教会の執事（役員）さんたちへの連絡

に追われました。 

牧師先生はおそらく、赴任された 4 月から一所

懸命に頑張ってこられ、緊張の糸が切れてしまっ

たのかもしれません。10 日間の入院となりまし

た。退院された今では、以前のように執務に復帰

されております。 

先生は退院後の最初の説教の前に、次のように

「もし礼拝堂で皆さんの前ではなく、家の中で家

族のいるところでのことだったならば、私は病院

に行ったかどうか・・・おそらく病院には行かな

かったでしょう。そして、もっとひどくなってい

たでしょう。」とおっしゃいました。 

私もそうかもしれないなと思いました。家族の

いる家の中で、もし自分が倒れたならば、家族に

「救急車を呼ぶな」と言ってしまったことでしょ

う。そのときの牧師先生と同じように。私も家族

の前では、おそらくそのようにふるまってしまう

と思うのです。 

もし倒れるならば家族の前ではない方がよい

のかな？ みなさんはどうですか？（会長 熊谷） 


